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提言内容

ペーパーレスbyデフォルト

• 原則と例外の逆転

職員が働きやすいDX環境の整備

• デュアルモニターの導⼊

テレワークの推進とその前提条件

• 認証へのマイナンバーカードの活⽤

補１. 市⺠の理解を得るためのDX広報

• 市政だよりへの毎⽉１回の掲載

補２. 書かない窓⼝の実現

• 北⾒市「書かない窓⼝」を⾦沢市にも



提言のフォーカス

金沢市デジタル戦略 基本方針１.０
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１．ペーパーレスbyデフォルト

現状：ペーパーレスを「促進」

課題：
紙文化の根
強い信仰

原則と例外の逆転：ペーパーレスが大原則とする

「紙」が必要な場合には、厳格な承認手続き・審査
のうえで例外的に認められる。

Paperless by default/

Digital by Default

・ペーパーレス化により場所に拘束されない働き
方を実現→「どこでもアクセス」
・完全なペーパーレス会議の実現
・支所等との会議も効率化

条例化？
少なくとも戦略V2.0 

に明記する



２.職員が働きやすいDX環境の整備

現状：１人１台PC
大型だとテレワークに適しない。小型だと画面が小さく業務効率落ちる。

解決策：デュアルモニターの導入
各種実験で業務効率向上のデータ

現状：技術系職場に２１.5インチモニター 50台。
サテライトオフィスに4台。総務課に実験として4台。
その他の職員は自前のモニターを持参している場合も

全職場にデュアルモニターの導入を！

他⾃治体の事例：愛媛県⻄予市
（オフィス改⾰の先進事例）



デュアルモニターで業務効率化

JIAM『国際⽂化研修』104号2019夏より引⽤



JIAM『国際⽂化研修』104号2019夏より引⽤



職員退庁時の状態

出典：愛媛県⻄予市総務企画部まちづくり推進課林敬⼆⽒「ＩＣＴ活⽤によるオフィス改⾰の推進」（⾏政効率事例研究会・令和元年１１⽉８⽇）提出資料11⾴ ）



3.テレワークの推進とその前提条件

現状：テレワークの際の認証端末
その際の、IDカードの数限られる（費用面から）

解決策：職員証とマイナンバーカードと
の一体化

国家公務員の事例：２０１８年
から ICカードの個人番号
カードへの一体化

マイナンバーカードのICチップに必要情報追記：
外部ソケットに挿入する形で職員証の機能



補. 広報媒体で市のDX取組周知

現状：市役所はいろいろ頑張っているが、市民にあまり知ら
れていない。

解決策：さまざまなツールを用いた情報発信
デジタル行政推進リーダー
（研修中含む）による情報発信
Twitter、インスタグラム、Facebook
市広報（いいね金沢）への定期的掲載



デジタル人材育成体系（将来のイメージ）

・行政ＤＸを推進するため、キャリアモデルを明示
・公募と推薦で意欲のある職員をデジタル行政推進リー
ダーとして育成

第１回DX会議資料より引⽤



会津若松市広報９月号





補２：書かない窓口

総務省 地⽅公共団体における今後の⼈材育成の⽅策に関する研究会（第2回）
北⾒市提出資料 次下の３⾴も同じ








